





公益財団法人テクノエイド協会 - Association for Technical Aids

Welcome to association for technical aids home page








	
	
	
	
	
	
	






	協会紹介
	アクセス
	リンク・著作権・免責事項
	個人情報保護方針
	情報公開
	賛助会員
	リンク集
	事業一覧
		福祉用具貸与価格適正化推進事業
	福祉用具･介護ロボット実用化支援事業
	障害者自立支援機器ニーズ・シーズマッチング強化事業
	障害者自立支援機器導入好事例普及事業
	障害者自立支援機器等開発促進事業
	福祉用具の研究開発助成事業
	老人保健健康増進等事業「福祉用具届出システム」
	介護ロボット等導入支援特別事業



	各種システム
		福祉用具情報システム
	福祉用具ヒヤリハット情報
	福祉用具ニーズ情報収集･提供システム
	障害者自立支援機器情報システム
	福祉用具臨床的評価情報システム
	生活便利用具データベースシステム
	完成用部品データベースシステム
	補装具製作業者情報システム
	認定補聴器技能者養成システム
	認定補聴器専門店認定システム



	調査研究







	ホーム
	感覚器障害戦略研究の実施について







	　	
			□　感覚器障害戦略研究の実施について　□

		
		


（戦略研究の趣旨）

	　	

　近年、国民的ニーズが高く、着実に解決を図ることが求められている研究課題について、成果目標を設定した大規模な「戦略研究」の必要性が指摘されてきました。

　このため、平成１７年度から厚生労働科学研究費補助金において、従来の一般公募による研究課題に加えて、厚生科学審議会科学技術部会の意見を踏まえ、研究の成果目標や研究の方法を定め、選定された機関が実際に研究を行う者や研究に協力する施設等を公募して実施する新たな「戦略研究」が創設されました。

　そして、平成１９年６月２５日に開催された厚生科学審議会科学技術部会において、当協会が感覚器障害戦略研究の実施団体となることが了承されました。

		


（感覚器障害戦略研究の目的及び必要性）

	　	

　聴覚、視覚等の感覚器障害は、障害の程度により生活の質（ＱＯＬ）をも著しく損なうことになります。

　聴覚障害者は、我が国の身体障害者の約１０％を占め、約３６万人と推計されており、中等度の難聴者を含めると約６００万人にも及び、幼少児に最も多い先天的身体障害です。さらに、聴覚障害児の一部には言語発達の遅れがみられ、この場合には学習に困難を生じるなど児童の十全な能力の発達が妨げられる恐れがあります。

　また、言語発達は、療育の開始時期や内容、障害の発見時期、人工内耳の実施時期、その他の要因について関連が指摘されていますが、十分には解明されていません。

　一方、我が国の視覚障害者は、約３０．１万人と推計されています。高齢化の進展に伴い、視覚に障害を来す眼科疾患が急増していますが、視覚障害の発生と重症化を予防する手法については、喫煙や食生活などについて関連が指摘されているものの、十分には解明されていません。

　したがって、聴覚や視覚障害の現状を十分に調査分析することにより、感覚器障害を克服し、聴覚障害児の言語能力等の向上と視覚障害の発生と重症化を減少させるための戦略研究が喫緊の課題となっています。

		

（感覚器障害戦略研究の経緯）
	　	
１	

平成１９年５月２９日厚生科学審議会科学技術部会において、平成１９年度に開始する戦略研究に感覚器障害（聴覚障害、視覚障害）に関する研究を行うことを決定。
	　	
２	

平成１８年度厚生科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業）「戦略的アウトカム研究策定に関する研究」（主任研究者　黒川清　東京大学先端科学技術研究センター　客員教授）において、感覚器戦略研究に関する以下の２課題について研究計画の骨子が策定された。
	

�@聴覚障害：聴覚障害者の療育の向上のための研究

	

�A視覚障害：視覚障害の発症と重症化の予防に関する研究

	　	
３	

　平成１９年６月２５日に開催された厚生科学審議会科学技術部会において、以下の研究課題の実施と研究の成果目標及び研究の方法が了承された。



（実施する研究課題）

	

�@聴覚障害児の療育等により言語能力等の発達を確保する手法の研究

	

�A視覚障害の発生と重症化を予防する手法に関する介入研究

	　	[image: ]
		


（研究課題・研究方法等）

		
１	
研究課題１　聴覚障害児の療育等により言語能力等の発達を確保する手法の研究
	　	
	アウトカム	
    聴覚障害児の言語能力等の向上
	
    研究方法
	
    
    １　聴覚障害児（０〜１５歳）を対象とし、言語発達、適応度、療育の状況、聴覚障害を発見された時期や状況、人工内耳の有無等を把握することにより、相互の関係や現状を調べる。

    

    ２　続いてこの解析結果により、具体的な介入すべき項目を検討する。

    　例えば、新生児聴覚スクリーニングあるいは療育におけるリハビリテーションプログラムの開発などを行い、これにより介入研究計画を策定し、実施する。

	
    その他必要事項
	
    
    我が国の状況を代表する調査となるよう調査対象に施設の種類や地域分布等の偏りがないよう十分に配慮することが必要である。



		
		
		
２	
研究課題２　視覚障害の発生と重症化を予防する手法に関する介入研究
	　	
	アウトカム	視覚障害の発生と重症化の減少
	
    研究方法
	
    
    １　地域住民を対象として、眼科的情報・眼科以外の医学情報・受診状況と治療内容・生活状況と生活習慣などを集積して、それらが眼疾患の発生と重症化に及ぼす影響を解明し、それらを予防する上で有効と思われる介入手法を検討する。そのため、すでに過去に眼科的状況について調査した地域において実施する。

    
    ２　続いて眼科的状況（視力・視野・眼圧・眼底所見など）の重症化予防を主要評価項目として介入研究を行う。その際は、眼科以外の医学的状態（血圧など）や生活習慣（禁煙など）に対する介入、眼科治療コンプライアンスの改善、かかりつけ医との連携強化といったことを主な介入手段とする。

	
    その他必要事項
	
    
    眼科的状況及び眼科的以外の身体的状況を十分に把握できる体制が必要である。



		
		
	　	
介入研究協力者の募集について



　感覚器障害戦略研究（聴覚障害児の療育等により言語能力等の発達を確保する手法の研究）のうち、「介入研究」に協力して従事いただく方（「研究協力者」と呼称）を募集します。



介入研究協力者募集は終了しました



[bookmark: aladjin]
　感覚器障害戦略研究「聴覚障害児の療育等により言語能力等の発達を確保する手法の研究」（研究リーダー：岡山大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学講師　福島邦博）の成果の一部をまとめた冊子の無償配布は終了しました。



　　　　　　　−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−



[bookmark: oshirase]
　　　感覚器障害戦略研究シンポジウムの開催について

　　　　　（厚生労働科学研究費補助金　感覚器障害戦略研究事業）



　　　　　　　日　時　：　平成２３年６月１８日（土）１０：００〜１６：００　　終了しました

　　　　　　　場　所　：　国際ファッションセンタービル（地図）





　　　　　　　日　時　：　平成２３年８月２日（火）１２：００〜１７：００　　終了しました

　　　　　　　場　所　：　ウインクあいち・愛知県産業労働センター（地図）





　　　　　　　日　時　：　平成２３年１０月２９日（土）１０：００〜１６：００　　終了しました

　　　　　　　場　所　：　ＴＫＰ天神シティーセンター（地図）








（募集要項等のダウンロード）　研究リーダー募集は終了しました



　　「感覚器障害戦略研究」研究リーダー募集要項(PDF 17kb)



　　「感覚器障害戦略研究」研究リーダー応募申請書(PDF 12kb)



　　「感覚器障害戦略研究」研究リーダー応募申請書(WORD 24kb)

　
	　	
（事務局）



　　
公益財団法人テクノエイド協会

　　　　
感覚器障害戦略研究推進部

　　　　　　
〒１６２−０８２３　東京都新宿区神楽河岸１番１号　セントラルプラザ４階　（ＭＡＰ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ　０３（３２６６）６８８１　　ＦＡＸ　０３（３２６６）６８８５
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